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授業の背景

✓ 漁船漁業の関心は「大漁」ではなく、「水揚げ金額」

✓ 「水揚げ金額」を把握するためには、漁獲された日時・魚種・漁獲量・魚

価（浜値）等の情報が必要

✓ 沖で「水揚げ金額」をリアルタイムで予測できれば、安い魚よりも、高値

で取引される魚を獲りたい。そして、魚が高く売れる日に水揚げしたい

✓ 生産現場（川上）では、操業データを効率良く収集し、漁業者と産地市

場とが双方向で情報共有できる技術が不可欠

✓ 生産現場の操業データにGPSの日時、位置などを組み合わせることで、

操業の効率化を図り、漁港全体が一体となってデータを運用することで、

漁港（地方）の活性化が期待される
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背景と目的

水産分野におけるデジタル化を推進し、水産業の成長産業化を実現する。

漁獲情報等のデジタル化により作業の効率化と水産物の高付加価値化を目指す。

漁獲データは紙で管理され、活かされていない

（沖合底びき網漁業のデータ収集）

「あらゆるデータをデジタル化し、活用する」
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（沖合でローカルネットワークを構築し、データ共有を実現）

技術開発

① 漁獲 ② 選別

③ 箱詰め④ 記録（紙）
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生産現場のデジタル化

漁獲情報を入力すると、水揚げ金額や漁獲量を自動集計するアプリを開発し、

漁業者が知りたい「水揚げ金額」を提供することで、漁獲情報を効率良く収集する

・トップ画面には漁業者が必要とす
る情報がリアルタイムに表示される

・魚種別漁獲量、水揚げ金額が自動
集計される
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漁獲情報の入力

①入力（A船）

②B船 ③漁労長（A船）

（デジタル化により、漁労長の事務作業は自動化された）漁獲情報の入力画面

④会社

データ共有

5/12



一曳網毎の漁獲情報

すべての漁獲物に「漁獲日時・位置・漁獲量」が自動的に紐付けされる。

また、一曳網毎のデジタルデータとしても出力できる。

・一曳網毎の漁獲データが自動的に
作成される

・漁獲された日時、位置、漁獲量がすべて紐付けされる

（サンプル）
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入港予定時刻お知らせメール

下関漁港から30，10，3 マイル（任意）に到達すると、最新の入港予定時刻を算出。

関係者に対し、入港予定時刻をメールで自動配信する。
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箱使用状況お知らせメール

アプリでは漁獲情報と魚を入れた箱数が紐付され、箱使用数を自動的に集計する。

箱使用状況を箱業者と共有することで、注文の先読み、徹底した在庫管理を実現。
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産地市場のデジタル化

市場には各船の漁獲状況が集計される。産地市場のニーズは５段階で評価され、

生産者にフィードバックされる。デジタル化導入によりニーズに応じた操業が可能

（仲卸業者）

・産地市場には、各船の漁獲状況が
魚種別に自動集計される。

・仲卸業者は、市場のニーズを5段階
で評価し、生産者へフィードバックする

A丸 B丸 C丸 D丸 E丸
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データ連携プラットフォーム

漁獲情報
仲買人ニーズ

箱の注文食料等注文入港予定時刻水揚げ予定日

産地市場 水産会社 関連業者実習生
生活指導員

・市場ニーズ
・水揚げ日の調整

箱管理会社

データ連携プラットフォーム

漁業者 水産会社 （仲買人）産地市場 水産大学校

取得

処理

提供

① ②

④フィードバック

③ ③

⑤ データ利用料

（加工データを提供）
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今後の課題

陸揚げ後の作業工程とデータ連携

①沖合底びき網
漁船

②選別・箱詰め

③入港・陸揚げ

④仕分け、陳列

⑤せり⑥搬出

⑦荷捌き施設

⑧立替え・積替

⑨トラック搬出

データ連携済み課 題

①〜③ 生産者

④〜⑤ 仲卸業者

⑥〜⑧ 仲買人
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まとめ

低コストの技術を開発し、社会実装を実現

✓ 無料データ（漁獲・GPS)を利活用し、低コストで持続可能な技術を開発

✓ 400～500m離れた船間通信は24時間無料。コスト削減に貢献

漁業者のニーズに応じた技術を開発

✓ 漁業者のニーズを技術開発に反映する。不要な機能は削除

✓ 「水揚げ金額」を知りたい → 全魚種の漁獲量を入力

流通とのデータ連携を漁港（拠点）単位で取組む

✓ 漁獲情報の先取り、市場ニーズの先読み

✓ ニーズに応じた合理的な漁業・水揚げの実現
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スマート水産業は、現場のニーズと有益かつ大規模なデータと可能性を生み出す
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